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-5）も以下のように「赤米」として紹介し，次の「二三，遺
傳の一と三」では栽培品種との交雑で赤く着色した米が増え
る現象をメンデルの遺伝法則を用いて解説した。

‌‌ 　二二，赤　米：　稲に一種赤米なる品種あり，（中略）俗に赤米は

地味により生ずと，或は品種によりて生ずと唱へ，人為にて除き得

ざるものと思ふは誤れり由來赤米種は極めて強健なるものにて，且

脱落し易き特性あるより，田中にこぼれ落ち，越年するも八九割は

生存發芽するものなれば，普通種との間に自然交配せらるゝ事あり，

一度交配せば，赤米は遺傳力優勢なるより，普通種の三倍の割合に

增加す，去れば赤米の生じたる塲合には除去するに困難なり，寧ろ

種子を更新するか若くば浸種中籾色の薄赤なるものを取除くべし，

赤米の混在は惰農の看板にして，叉其地方の恥辱にぞある

収穫前のイネの立毛中に播種した場合に，レンゲよりはる
かに越冬性に優れる緑肥としてドイツから導入されて県から
も奨励されたザートウィッケン（オオカラスノエンドウ Vicia 
sativa L.：長野縣　農務彙報 11，1925，図 -6）の試作を紹
介し（六九，綠肥サードウィッケン：原文のママ），1923

図 -6　�県に奨励された緑肥作物ザートウィッケン（オオカラスノエン
ドウ）の農事試験場での採種栽培（出典：図 -3に同じ）

年には県農事試験場の試作田で「草色濃きより，稗と容易に
區別し得る・・・『陸羽愛國二十號』」を用いて湛水直播栽培
に取り組んで以下のように述べた（六五，直播法）。　

　 （前略）稲作の革命は來れり！　扇状苗其の一なり，直播法其の二

なり　否，生産費の節約は誰しも痛切に感ずる重大問題なり

初めに記したように，イネの栽培法は保護苗代を経て箱育
苗へと，より若い苗の利用で機械移植栽培に向かったため，
熟苗移植栽培が広く普及することにはならなかったが，小林
俊治郎氏が「稲作百話」で，現場に根差して数値目標を明示
した稲作改良への情熱は，雑草対策を含めて脈々と引き継が
れて長野県の単収日本一に結実しているように思う。

（公財）日本植物調節剤研究協会の酒井長雄関東支部長に
は，長野県農事試験場 60 周年記念誌「思い出の記，1998」
から小川久夫氏の寄稿「小林俊治郎氏のこと」を提供してい
ただいた，篤くお礼申し上げます。
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　山村暮鳥に「風景　純銀もざいく」という詩がある。
 
いちめんのなのはな　　いちめんのなのはな
　いちめんのなのはな　　いちめんのなのはな
　　いちめんのなのはな　　いちめんのなのはな
　　　いちめんのなのはな　　いちめんのなのはな
　　　　いちめんのなのはな　　いちめんのなのはな
　　　　　いちめんのなのはな　　いちめんのなのはな
　　　　　　いちめんのなのはな　　いちめんのなのはな
　　　　　　　かすかなるむぎぶえ　　ひばりのおしやべり
　　　　　　　　いちめんのなのはな　　いちめんのなのはな
 
　第 3 連は省略したが，すべてひらがなで書かれていて，各連
が 9 行 9 文字で，8 行目に「かすかなるむぎぶえ」「ひばりの
おしやべり」「やめるはひるのつき」と，「いちめんのなのはな」
と異なる文字行が挿入されている。この詩を，縦書きでも横書
きでもいいが，3 連を並べるとそれこそ一面の菜の花畑が眼前
に広がる。どこか遠くで誰かが麦笛を吹いている。空は青く雲
雀が囀り，空の上には病的なまでに白い月が光っている。
　詩の解釈は別にして，この詩を「見る」と，昔，母が摘んで
きた菜花としてのカラシナを思い出す。今では菜花と言えば
スーパーの野菜売り場に並んでいるが，かつては自分で摘んで
くるのが当たり前であった。自分で摘むといっても，一面の菜
の花畑は油糧作物としてのアブラナを栽培している畑であるの
で，そこから勝手に蕾を摘むことはできない。自由に摘んでい
いのは川の土手などに群生している菜花のカラシナである。
　スーパーで売られている菜花は，蕾の花茎 10 茎ほどが束に
されて売られているが，母が持ち帰ってきた菜花は笊に山盛り
であった。母はそれを，炒めたり茹でて御浸しにしたり天麩羅
にしたりしてくれたが，ともすると子どもの口には辛すぎて吐
き出したりしたものだった。それが大人になってみると，あの
ツンと来る特有の辛さが何とも言えないアクセントになってい
たのであった。

　カラシナはアブラナ科アブラナ属の越年草。全国の道端，川
の堤，草原など至る所に生えている。背丈は 1m~1.5m。春に
開花し，アブラナに似た黄色い花を咲かせる。葉はダイコンの
葉に似るが，アブラナでは葉の基部が茎を抱くがカラシナでは
抱かない。花弁は 4 枚で，アブラナでは十字型に広がっている
がカラシナではH型のように見える。全草に特有の辛みがあり，
古くから香辛料や薬として利用されていた。弥生時代に中国よ
り渡来したとされ，「本草和名」や「和名類聚抄」に「加

か ら し

良之」
として記載がみられる。
　昨今の河川の堤防を黄色く染めるほどに咲く「菜の花」は，
明治以降に入ってきたカラシナの原種で，当初セイヨウカラシ
ナとされたが，今では同じものとされている。
　暮鳥が詠った一面の菜の花畑は，アブラナがほとんど栽培さ
れなくなった今ではまず見いだせない。むしろ川の法面に広が
るカラシナの方が，一面の菜の花として普通なのではないかと
思うのだが。その意味では，冒頭の「なのはな」を「からしな」
に替えて，河川法面に繁茂することを考えると斜めに配置され
るのが適切なのかもしれない。

須藤　健一
芥子菜・芥菜・辛子菜（カラシナ）田畑の草
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